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　１　はじめに

　近年，自然科学を含む科学技術の推進する原動力と
して，アウトリーチ活動が評価されつつある．文部科
学省学術研究推進部会では，アウトリーチ活動を「国
民の研究活動・科学技術への興味や関心を高め，かつ
国民との双方向的な対話を通じて国民のニーズを研究
者が共有するため，研究者自身が国民一般に対して行
う双方向的なコミュニケーション活動」と定義する．
科学技術が社会全体にとって望ましい方向に発展して
いくための積極的な推進が求められている（文部科学
省，2005）．
　ソーシャルネットワークサービス（SNS）は，目覚
ましい発展を遂げ，その発信が社会に大きな影響を
もたらしている（大向，2006； Jahng & Lee, 2018）．
そして，SNSは学術業界においても情報を収集，発
信する強力なツールとして認知されており（Schmitt 
& Jäschke, 2017），アウトリーチツールとしても活
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用されつつある（Zawacki et al., 2022; Wang et al., 
2022）． 
　Twitterスペース（以下スペースと表記）は，2021
年5月に実装されたユーザー同士でリアルタイムに音
声を通して会話ができるTwitterの新しい機能である

（URL1；表1）．著者の中野，藤野は，福井市自然史
博物館の標本作製ボランティア「ホネ部」におけるボ
ランティアスタッフおよび学芸員同士の雑談から着想
を得て，スペースを活用した「生き物雑談」と称する
雑談形式のアウトリーチ活動を2021年10月より展開し
ている．本報告では，「生き物雑談」の1年間の活動を
報告するとともに，本活動のアウトリーチとしての特
徴について言及する． 

2. 「生き物雑談」の概要

　「生き物雑談」は，スペースで，生き物に対する知
識を持つ自然史博物館ボランティアスタッフもしくは

表1.  Twitter用語リスト

用語名 定義および機能
ホスト* スペースの作成者. スピーカーや共同ホストを追加可能. 

スペースでの発言，スピーカーへの招待，スペース終了の権限を持つ. 

共同ホスト* ホストと同様の権限を持つユーザー . 最大2名まで追加可能. 
スピーカーへの招待，スピーカーへの招待の承認が可能. 

スピーカー * ホストに招待，またはホストに参加を承認され，発言権を得たユーザー . 
ツイートの共有の権限を持つ. 

リスナー * ホストおよびスピーカーの発言を聴けるユーザー . 発言はできない. 
ホストにスピーカーリクエストを送ることでスピーカーになることが可能. 

ツイートの共有* ツイートをスペースの画面に貼り付けて参加者が見られるようにすること. 
ハッシュタグ 「#」をキーワードに付与することで投稿の"タグ"化を行う機能. 

タグ化したキーワードは検索が簡易化され共有が円滑になる(Chang&lyer，2012). 
*スペースにおけるTwitter用語



66

中野　光・藤野　勇馬・岡村　太路・佐野　瑞穂

大学生・大学院生などがホストとなり，毎週金曜日21
時に生き物について雑談を行う活動である．基本的に
は，ホストが特定の生物群，機能，現象，事物に焦点
をあて各回のテーマを設定する．配信テーマは，生き
物へのつながりを基盤としているが，必ずしも研究活
動や自然保護活動に関連させているわけではない．「生
き物雑談」ホストチームは，リスナーも雑談への“参
加者”と認識しており「＃生き物雑談」がついた感想
や意見のツイートをスペースに取り入れることで，視
覚と聴覚による立体的な雑談を構築する．また，配信
時間やスピーカー数を限定した対談形式（ゲスト制）
での雑談も適宜採用している．2022年4月のTwitterの
アップデートに伴い，アナリティクスが確認できるよ
うになったため，それ以降の配信については，アナリ
ティクスを確認し，各回のリスナー数，スピーカー数，
配信時間の記録を行っている（表2）．

3. 配信したテーマと成果

　2021年10月14日の第1回配信から，直近の2022年11
月25日の第55回配信までの約1年間に実施したテーマ
とアナリティクスを表2に示す．2022年4月以降のリス
ナー数の合計は，2304アカウントにのぼる．ただし，
システム上，新規の参加者を数えることができないた
め，この数字には，運営者およびリピーターの数が重
複されている．配信テーマごとのリスナーの平均は，
82.3アカウント，スピーカーの平均は，5.5アカウント

であった．リスナー数は，「生き物好きとモラル（第
30回配信）」が215アカウントと最多であり，最もリス
ナー数が少ない時でも20アカウント以上の参加者が確
認されている．なお，2022年4月以降の各配信のスピ
ーカー数とリスナー数の関係を図1に示す．
　配信テーマは，特定の分類群の話から社会的なジェ
ンダーの話まで多岐にわたる．ここでは，実施したテ
ーマを鑑みて，分類群，動き，表現形，生活・社会の
大きく4つにカテゴリー分けした．どれにも当てはま
りにくいものは，その他とした．分類群に関するテー
マは，知識を有するスピーカーを中心に，その分類群
の特徴的な生態・行動に深く注目した雑談が多く展開
された．分類群のテーマは，他のテーマに比べて，ス
ピーカー数が少なく，リスナー数の振れ幅が大きい傾
向が見られた．テーマが一般に広く知られていない分
類群の場合，話題を提供できる参加者が少ないことが
スピーカー数およびリスナー数に反映されていると推
察される．一方で，ゲスト制を採用した「推し生き物
プレゼン（第36回配信，第39回配信）」では，ゲスト
に決まった時間が定められており，対象の分類群が複
数であったために，多くのリスナー獲得につながった．
　表現系に関するテーマは，共通した形質に注目して
いるため，幅広い分類群の事例に話題が広がった．ま
た，その共通性を見いだす前提として，そもそもの表
現形の定義，由来に話題が展開された．スピーカーと
しての参加者が相対的に多かった一方で，話題の広が
りに対して憶測の域を超えない発言が多く，分類群に

図1．カテゴリーごとのスピーカー数とリスナー数の関係．縦軸，横軸ともに人数を示す
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関するテーマ比べると雑談の内容が浅かった可能性が
ある．動きに関するテーマは，生き物が持つ特定の構
造体ではなく，動きそのものに注目することで，より
進化生物学的な面白さへ話題が展開した．表現形の回
に比べると，動きの定義が比較的容易であった一方で，
その動きの物理的な原理の難しさが際立った．2022年
4月以降，動きに関するテーマは，開催回数が少なく
甚だしく参加人数が多い回がないが，着実に60アカウ
ント以上のリスナーを獲得できている．
　生活・社会に関するテーマでは，我々の生活に関わ
る身近な話題から，話題として取り上げにくく，積極
的に議論がなされていないようなテーマも盛んに取り
入れた．文化人類学など異なる分野の方からも意見を
いただくなど，分野を超えた雑談も展開できた．しか
しながら，リスナーの方からは，雑談空間での「結論
ありきである，不満の交換」などとの厳しいコメント
もあった．
　各テーマの雑談において，生き物雑談のホストチー
ムと全く繋がりのない有識者や専門家が参加すること
もあり，要点ごとにスピーカーとしてコメントをいた
だくことができている．加えて，大学院生を含む研究
者が，リスナーやスピーカーから新しい知見を得るこ
ともまた日常である．これらは，生き物雑談の開かれ
た空間を反映しているといえる．また，スピーカーの
みならずリスナーによるチャット空間上でも積極的な
交流・意見交換が見られている．その際には「#生き
物雑談」というハッシュタグが有効的に利用されてい
る（Chang & Iyer, 2012）．さらには，雑談の配信時
間終了後のオンライン上での積極的な対話も確認され
ており，本活動を通じた新しいネットワークの構築，
交流に大きく寄与している．

4. 見えてきた課題
　
　生き物雑談の回を重ねることで，課題も見えてきた．
1つ目の課題として，参加者，特にホストを中心とし
たスピーカーの専門性の偏りが挙げられる．例えば，
現代生物学を構成するバイオインフォマティクスなど
の話題は極端に少ない現状にある．専門性の偏りは，
テーマについて誤った知識を配信する可能性があるの
みならず，知識不足に伴って参加者が発言しにくい空
間を作ると考えられる．解決策としては，テーマに関
する専門家をゲストスピーカーとして招くことが考え
られる．しかしながら，専門知識の偏りに伴って，話
しにくい空間形成が加速してしまうことに一層の注意
が必要である．
　2つ目の課題として，画像，産地，論文情報の扱い
方がある．画像を含むツイートの共有は，参加者同士

の理解の共有，意見交換に有効的に作用しているとい
える．しかし，多くの共有画像には，生き物の産地情
報や論文，人物の情報が含まれており，画像の共有で
生じる情報リテラシー関連の問題は無視できない（大
向，2006；久保田ほか，2021）．どこまでの情報を開
示して，共有しても良いのかは不透明であり，画像の
使用に関してはスピーカーの判断に委ねられているの
が現状である．解決策として，ルール・マナー・モラ
ルなどに関するガイドラインの作成が考えられるが，
開かれた空間を保持する上では，全員に通達すること
は困難である．

5. 新しいアウトリーチ活動として　

　近年のアウトリーチ活動の展開にともなって，その
活動を媒介するメディアは多様化しつつある(Côté & 
Darling, 2018）．一方で，日本において科学に興味関
心がある人は全体の約20％と低い（栗山ほか，2011）．
膨大な情報があふれる現代社会では，情報の取捨選択
が可能となる．つまり，より多くの層に情報を伝達し
科学に興味を持ってもらうためには，多くの人が魅力
的と思うコンテンツを作成することがより一層求めら
れる．同時に膨大な他のコンテンツと差別化するため
に，誰も踏み入れていない小さなニッチを開拓するこ
とも新しいアウトリーチ活動に必要となる．
　「生き物雑談」では，雑談という身近でありながら
も取り入れられなかったコミュニケーションツールを
採用することで参加の間口を広げている．さらに，誰
もが参加しやすいようなテーマや魅力的と思うコンテ
ンツを多く設けることで，他の配信と比較して，気軽
に議論へ参加でき情報を交換することができている．
このように「生き物雑談」は新しいアウトリーチ活動
に必要な事項を兼ね備えていると言える．また，生物
学に興味がない大多数の層と興味がある限られた層の
両者の需要に応えることのできるアウトリーチ活動と
言えるであろう．そして「生き物雑談」は，生物学へ
の知識や興味が全くない人が興味を持つきっかけとな
るような講演，図鑑としての役割も果たしている．そ
の一方で，ニッチなテーマを設けて，雑談の場で身近
な生き物や事象に対する専門的な知見を共有すること
で，生物を深く追求し学ぶために新しい情報を集めた
い，もしくは自身の発見を話したいという，さらに次
元の高い学びへの需要にも応えることができている．
　文部科学省が提示する“国民”と“研究者”の境界がよ
り曖昧となり，双方的に収まりきらないより多角的か
つ複雑なコミュニケーションが今後のアウトリーチ活
動には求められる（小泉，2019）．「生き物雑談」は生
き物に対する知識を持つ研究職でない社会人と生物学
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を専門とする大学生・大学院生が運営しており，「生
き物に興味がある」という点は共通するものの，その
興味とする生き物や社会的属性は多様である．そのた
めに，雑談に際して閉鎖的な思考に陥ることなく幅広
い議論を実現し，他では体験することができない空間
を生み出している．
　今後，Twitterのサービスがどのように変更される
かは定かではない（Jia & Xu, 2022）．しかし著者らが
取り組む「Twitterのスペース機能を活用した雑談形
式のアウトリーチ活動」は，双方的なコミュニケーシ
ョンを実践している点で今後，強力なツールとして他
の配信ツールでも応用の可能性が期待される．本報告
で提示した課題を解消していくとともに，より自由で
多様なアウトリーチ活動を提案・展開していきたい．
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Part テーマ 配信日 カテゴリー L S  time  
1 無題 2021/10/14 その他 ̶ ̶  ̶  
2 無題 2021/10/22 その他 ̶ ̶  ̶  
3 思い出の本,オススメの本 2021/10/29 生活・社会 ̶ ̶  ̶  
4 見てみたい生き物 2021/11/5 分類群 ̶ ̶  ̶  
5 好きなしっぽ 2021/11/12 表現形 ̶ ̶  ̶  
6 泳ぐ生き物 2021/11/19 動き ̶ ̶  ̶  
7 うま縛り 2021/11/26 分類群 ̶ ̶  ̶  
8 推しプレデター 2021/12/3 分類群 ̶ ̶  ̶  
9 博物館の生き物  2021/12/10 生活・社会 ̶ ̶  ̶  
10 （生き物に関する目標や野望） 2021/12/17 その他 ̶ ̶  ̶  
11 性なる生き物  2021/12/24 表現形 ̶ ̶  ̶  
12 新年の抱負・トラに関する生き物 2022/1/7 分類群 ̶ ̶  ̶  
13 生き物好きとジェンダー 2022/1/14 生活・社会 ̶ ̶  ̶  
14 みんなの生き物探し 2022 2022/1/21 分類群 ̶ ̶  ̶  
15 生き物好きってなんだ？ 2022/1/28 生活・社会 ̶ ̶  ̶  
16 画像で振り返る！世界湿地の日 2022 2022/2/4 生活・社会 ̶ ̶  ̶  
17 青い生き物 2022/2/11 表現形 ̶ ̶  ̶  
18 生き物好きと進路 2022/2/18 生活・社会 ̶ ̶  ̶  
19 ヒモムシストの夜会 2022/3/4 分類群 ̶ ̶  ̶  
20 生き物の名前の語源を語ろう 2022/3/11 生活・社会 ̶ ̶  ̶  
21 飛ぶ生き物 2022/3/18 動き ̶ ̶  ̶  
22 学生の集い 2022/3/25 その他 ̶ ̶  ̶  
23 だます生き物 2022/4/1 表現形 36 4  3:02:49   
24 サクラ 2022/4/8 表現形 ̶ ̶  ̶  
25 巣をつくる生き物 2022/4/15 動き 74 7  3:33:35   
26 黄色い生き物 2022/4/22 表現形 39 3  2:03:42   
27 生き物と移動 2022/4/29 動き ̶ ̶  ̶  
28 怖い生き物 2022/5/13 表現形 ̶ ̶  ̶  
29 毛 2022/5/27 表現形 46 3  4:07:21   
30 生き物とモラル 2022/5/13 生活・社会 215 15  5:41:11   
31 新顔さんいらっしゃい 2022/6/10 分類群 94 3  4:36:32   
32 フリートーク 2022/6/17 その他 ̶ ̶  ̶ 
33 生き物と毒 2022/6/24 表現形 155 7  4:33:46   
34 面白い研究 2022/7/1 生活・社会 85 3  3:25:59   
35 赤い生き物 2022/7/8 表現形 35 5  2:20:18   
36 推し生き物プレゼン 2022/7/15 分類群 198 8  2:39:48   
37   角 2022/7/22 表現形 117 9  2:50:32   
38 花 2022/7/29 表現形 ̶ ̶  ̶  
39 推し生き物プレゼン Part2 2022/8/5 分類群 208 11  3:54:51   
40 夏の生き物 2022/8/12 生活・社会 78 5  3:09:53   
41 顎   2022/8/19 表現形 48 5  2:56:11   
42 こんにちは！赤ちゃん  2022/8/26 分類群 29 3  2:34:35   
43 爪   2022/9/2 表現形 63 7  2:49:30   
44 淡水ベントス  2022/9/9 分類群 61 5  3:05:53   
45 秋の七草  2022/9/16 生活・社会 67 4  2:16:54   
46 神様，仏様  2022/9/23 生活・社会 74 6  2:55:06   
47 目・眼  2022/9/30 表現形 110 4  3:27:35   
48 生き物と音楽  2022/10/7 生活・社会 80 4  3:04:56   
49 祝！1周年記念  2022/10/14 その他 80 7  3:10:36   
50 貴方にとっての未確認生物 2022/10/21 分類群 64 4  3:14:29   
51 生き物の筋肉  2022/10/28 表現形 42 4  3:12:05   
52 浮かぶ・漂う生き物  2022/11/4 動き 65 5  3:24:01   
53 気になる生き物  2022/11/11 分類群 47 7  3:10:01   
54 生き物の骨  2022/11/18 表現形 51 3  3:21:29  
55   象徴としての生き物～スポーツ編～ 2022/11/25    生活・社会 43  4 3:04:53   

表 2 配信テーマおよびアナリティクス． L：リスナー数 [人]， S：スピーカー数 [人]， time ：配信時

間 

表2. 配信テーマおよびアナリティクス．　　　　　　　　S：スピーカー数［人］，　　L：リスナー数［人］，　　time：配信時
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